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    第 3章 

１ 豪雨災害対策 

●改良復旧事業等による再度災害の防止・軽減 

平成２９年の記録的大雨により、甚大な被害を受けた県の管

理河川において、再度災害の防止・軽減を目的に、改良復旧事

業等の緊急的な治水対策事業を実施しています。 

津久見市の津久見川では、河道拡幅や橋梁の架け替え等を行

い、流下能力を向上させています。 

 

玉来ダム完成予想図 

洪水位 

 
河道拡幅イメージ 

【架替後】 

玉来ダム諸元 
形 式： 重力式コンクリートダム（流水型） 

堤 高： ５２ｍ   堤 体 積： 約１８万ｍ３ 

堤頂長： １４５ｍ  総貯水容量： ４０９万ｍ３ 

【架替前】 

新港橋  新港橋  

 津久見川 

打設完了式（R3.8.24） 現在の工事状況（R4.3 月時点） 

●玉来ダムの早期整備による治水効果発現 

 令和３年８月に本体コンクリートの打設が完了し、一定の治水効果が発現されました。引き

続き、止水対策工事および試験湛水を行い、令和４年度の完成を目指します。 
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●実効性のある避難行動を確保する取組の推進 

 ｢土砂災害避難促進アクションプログラム｣に基づき、７市町において、市町職員や地域住民

の方々と連携して、危険箇所の確認やタイムラインの作成、避難訓練等を行いました。 

    第 3章 

１ 豪雨災害対策 

定礎式状況 

（津久見市 令和元年 6月 25 日） （津久見市 令和元年 6月 25 日） 

 

 

●ハザードマップの再点検：危険箇所や避難場所・避難経路、要配慮者の方などを確認 

臼杵市 R3.12.14 

●まち歩き：危険箇所や避難場所・避難経路等を現地確認 

●地区タイムライン：「いつ」、「誰が」、「何を」行うかを時系列に整理した行動計画を作成 

●避難訓練：ハザードマップやタイムラインを活用した避難訓練を実施 

▲
土
砂
災
害
専
門
家
（
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
派
遣
し
、
住
民
・
市
町
村
を
支
援 

「
住
民
主
体
」
で
地
域
の
リ
ス
ク
や
課
題
、
行
動
計
画
を
整
理 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
訓
練 

中津市 R3.10.17 日田市 R3.8.22 由布市 R3.9.19 

日田市 R3.9.19 九重町 R3.10.27 

由布市 R3.9.26 玖珠町 R3.11.14 

玖珠町 R3.10.14 

九重町 R3.11.13 

津久見市 R3.12.5 由布市 R3.9.8 
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●護岸の耐震化や強化による大分臨海部コンビナートの強靱化 

切迫する南海トラフ地震・津波

や台風による高潮に対し、大分臨

海部への甚大な被害を最小化し、

地域の安全・安心を守る必要があ

ります。そのため、老朽化が著し

い大分臨海部の海岸保全施設の防

護機能強化を早急に行うこととな

りました。 

国土交通省の「大分港海岸直轄

海岸保全施設整備事業」として平

成２９年度から地盤改良や鋼矢板

等の護岸改良工事を進めていま

す。 

今後も、国・県・市が協力のう

え、関係企業や住民と調整をしな

がら、事業を進めます。 

大分港海岸直轄海岸保全施設整備事業 事業箇所図 

２ 南海トラフ地震対策 

●緊急輸送道路の橋梁耐震化、啓開ルートののり面崩壊対策 

公的機関・災害拠点病院等の広域的な防災拠点や救命活動に係る重要拠点を結ぶ「最優先啓

開ルート」において、道路法面対策や橋梁の耐震化を実施しています。道路法面対策は、令和

３年度に大分空港道路で対策を実施し、最優先啓開ルート上の対策が完了しました。優先啓開

ルートでは、別府一の宮線などで対策を進めています。また、橋梁の耐震化は、令和３年度ま

でに４０橋で対策を実施しました。 

 

●道路啓開の確実な実施に向けた体制の構築 

大地震等により救命・救援活動を支える緊急輸送体制を早期に確保するための「道路啓開」

を行うにあたり、「だれが、どこで、いつまでに、どのようにして」といった活動手順を具体的

に定めた地区別実施計画を策定し、道路啓開の確実な実施に向けた取組を進めています。 

第３章 

整備状況 整備断面図 

《対策後》 《対策前》 

道路法面対策事例  別府一の宮線（別府市） 
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第３章 

３ 九州の東の玄関口としての拠点化 

大分県は、九州と本州・四国との間を結ぶフェリーの約８割が発着しており、海路と九州各

県を循環する陸路（高速道路）の結節点となることから、人の流れ、物の流れの拠点として大

きな可能性を有しています。平成２８年度に策定した「九州の東の玄関口としての拠点化戦略」

に基づき、観光や産業振興に向けた取組を推進しています。 

 ●拠点化に向けた港湾の再編 

・別府港石垣地区 

関西航路のフェリー大型化へ対応すべく、防衝

板や係船柱の設置、駐車場などのふ頭用地の整

備を行いました。今後は、利便性向上に向けた

港湾施設の機能強化及び、にぎわい空間の創出

の取組を推進します。 

・大分港大在地区 

ＲＯＲＯ船のさらなる増便に対応するため、岸

壁や埠頭用地等の移転・集約を進めています。

今後、物の流れの拠点としての港湾施設の機能

強化に向け整備を推進します。 

別府港(石垣地区) 埠頭再編のイメージ 
 

大分港(大在地区) 埠頭再編のイメージ 
 

●高規格道路の早期整備 

・東九州自動車道 

東九州自動車道は平成３１年度から 

「宇佐ＩＣ～院内ＩＣ」間及び臼杵 

ＩＣ付近において、令和３年度から 

「大分宮河内ＩＣ～臼杵ＩＣ」間、 

令和４年度は「津久見ＩＣ～佐伯ＩＣ」 

間の一部が４車線化事業に着手され、 

県内区間の約２０ｋｍで４車線化事業が 

展開されています。 

引き続き、事業化区間の整備促進及び残る優先整備区間の早期事業化を目指し、国等への要

望活動を行います。 

・中九州横断道路 

 竹田阿蘇道路は令和３年度より用地取得が着手されました。また、県内に残る未事業化区間

「大分～犬飼」間においては、早期事業化に向けた地域の機運醸成と連携強化を図るため、

沿線市と連携しリレー形式シンポジウムを実施しました。 

（Ｒ３竹田市、Ｒ４豊後大野市、Ｒ５大分市） 

広域道路ネットワーク 
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●(都)庄の原佐野線 

第３章 

４ 大分都市圏交通円滑化対策 

本路線は、大分市内中心部での交通渋

滞の緩和や高速道路へのアクセス強化

を目的とし、整備を進めているところで

す。 

宗麟大橋を含む「元町・下郡工区」は、

平成３０年１月１４日に開通しました。 

「元町・下郡工区」に続く下郡バイパ

スから米良バイパス間の「下郡工区」は、

平成２９年度から事業に着手し、令和３

年度は用地買収を推進するとともに施

工計画を検討しました。 

●国道４４２号（宗方拡幅） 

  大分市の宗方・稙田地区では、交通

量が多く、沿線には商業施設が多く立

地していますが、歩道が狭く途切れた

区間もあり、交通安全対策が課題とな

っています。 

  このため、平成２６年度から一部４

車線化と歩道設置の事業に着手しまし

た。令和３年度は用地買収の推進及

び、改良工事を進めました。 

●国道１９７号（鶴崎拡幅） 

  大分市の志村～乙津間は自動車交通

量が多く、大野川を渡る橋梁部などで

も２車線しかなく、慢性的な渋滞が発

生しています。 

  このため、平成２７年度から４車線

化の事業に着手しました。まずは、乙

津工区の整備を優先し、整備を進めて

いきます。令和３年度は用地買収の推

進及び、乙津橋の下部工工事を進めま

した。 

国道４４２号（宗方拡幅） 一部供用済みの区間 

国道１９７号（鶴崎拡幅） 進捗状況 
 

下郡工区 整備イメージ（将来計画含む） 

着手前 

米良バイパス 

下郡バイパス 

大分川 → 

ＪＲ豊肥本線 

元町・下郡工区 

下郡工区 

着手前 
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移植後のクロマツ 歩道の整備状況（舞鶴橋西交差点付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大分の街並みを引き立て、落ち着き・品格のある昭和通り」の実現を目指して、リボーン

１９７協議会から提言が提出され、平成２９年度より「交通安全事業 国道１９７号（昭和

通り工区）」に着手しました。 

事業の最終年度となる令和３年度は、農業会館南交差点から舞鶴橋西交差点までの歩道

工事及び城址公園前の斜めに傾いたクロマツの移植工事を行い全ての整備が完了しました。 

 

５ 道路空間の再生 

●道路空間の再生とは 

道路の拡幅のほか、既存道路幅を利用し交通実態に合わせた幅員の再配分や無電柱化、歩道

舗装の再整備、街路樹の見直し、照明のデザインの統一、バリアフリー化などを実施し、都市

景観を踏まえた幹線道路の再整備を行っています。 

国道１９７号（昭和通り） 

第３章 

国道５００号（別府市鉄輪地区） 

国道５００号(別府市鉄輪地区)において、歩道の拡幅と無電柱化に向け、事業を進めてい

ます。令和３年度は、用地買収や一部歩道の拡幅工事を行いました。 

景観を損なう電線や電柱 整備後のイメージ 
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●バリアフリー化等住環境の改善 

高齢化社会への対応のために住棟のバリアフリー化を実施しました。 

子育て支援への対応のために、地域の実情を踏まえた住戸改善を行いました。 

第３節 

６ 大分県公営住宅マスタープラン２０２０の策定及び推進 

今後想定される世帯数の減少や老朽化の進行、さらに、維持修繕・建替コストの増大等の諸問

題に対応し、県・市町村が一体となって公営住宅をマネジメントするため策定しました。 

本計画は、地域社会や家庭に関する諸課題の解決や、時代の要請に応えるべく、公営住宅に関わ

る全ての自治体が課題と目的を共有しながら、地域ぐるみで子育てしやすい環境を提供することで

“子育て満足度日本一”の実現を目指すとともに、子どもからお年寄りまで、安全・安心な住環境

の提供により居住の安定を図り、公営住宅が地域コミュニティの維持・活性化の拠点施設としての

役割を果たすよう、以下の理念と目標を掲げて 2040 年度まで施策を展開していきます。 

プランの進捗については、毎年県と市町村の住宅部局で構成される地域住宅協議会において進捗

を報告して、目標達成に向けて着実に取り組んでいます。 

内壁を撤去し空間を広く活用 

 

対面式キッチンの設置 

 

アプローチにスロープを設置 

 

共用部にエレベータを設置 

 
城南住宅建替工事 

敷戸住宅 
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第３章 

７ 社会資本の集中的メンテナンス 

●早期に対策が必要な社会資本の補修・補強対策を推進 

多くの社会資本が高度経済成長期以降に集中して整備されており、今後、老朽化する施設

が急増することが懸念されます。 

平成３０年までに実施した各施設の定期点検の結果、早期対策が必要な施設が多数あるこ

とが判明したことから、その対策を着実に行っています。 

その後は、損傷が深刻化する前の軽微な状態のうちに補修する予防保全型の維持管理によ

り、長寿命化と将来の維持管理コストの平準化を図り、適切な維持管理に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●早期対策が必要な施設の対策率 

早期対策が必要な橋梁は４１７

橋（※）となっており、令和３年度に

大在大分港線弁天大橋など９２橋

で対策を行い、７７．５％の橋梁で

対策が完了しました。 

トンネル９６本（※）については、

令和３年度に国道３２６号桑の原

トンネルなど３３本で対策を行

い、８８．５％のトンネルで対策が

完了しました。 

樋門・樋管１５３箇所について

は、令和３年度までに９９箇所の

対策（対策率６４．７％）が完了し

ました。 

砂防施設８３施設については、

令和３年度までに４１施設の対策

（対策率４９．４％）が完了しまし

た。 

港湾施設３５施設については、

令和３年度までに１４施設の対策

（対策率４０．０％）が完了しまし

た。 

（※）対象施設数は管理移管等で策定時から更新しています。 

橋梁 大在大分港線 弁天大橋（大分市） 

対策 
塗装塗替工 

トンネル 国道 326 号 桑の原トンネル（佐伯市） 

対策 
断面修復工 

対策 

ひび割れ注入工 
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Figure 1 

 

  

 

第３章 

８ 建設産業の魅力発信 

●地域の安心・安全を支える建設産業のイメージアップ 

建設産業は、地域の安心・安全を支え、快適な社会を構築するためには欠かせない重要

な産業ですが、近年は若年入職者の減少が著しいことから、建設産業の魅力を伝えるイメ

ージアップの取り組みを進めています。 

高校生向け建設現場体験学習会 
産学官の連携の取組の１つ

として、県内の土木・建築を学

ぶ高校生を対象に建設現場体

験学習会を開催しました。  

大分県立聾学校の建設現場

や竹田市に建設中の玉来ダム

の工事現場を見学しました。

（県内で５校が参加） 

現場見学会のあとには、建設

産業の仕事について、実際に働

く技術者から講話を受けまし

た。 

土木・建築分野で活躍する

女性技術者が仕事のやりが

いや魅力、職場環境等につい

て語り合うけんせつ小町座

談会を開催しました。 

画家の北村直登氏をファ

シリテーターに迎え、女性技

術者の本音を交えた建設業

のリアルについて、語り合い

ました。 

座談会の最後には、「描こ

う きのうを超える大分」を

テーマに参加者の思い描く

未来を絵に描きました。 

けんせつ小町座談会   

おおいた建設人材共育ネットワーク 

 産業・教育・行政がともに手

を携え、次代を担う建設人材を

確保・育成するため、「おおい

た建設人材共育ネットワーク」

を平成 28 年 11 月に立ち上げ

ました。 

紙面広告やＴＶＣＭ、ＳＮＳ

での情報発信に加え、土木の日

バスツアーの開催など様々な

取組を通して、建設産業の魅力

発信を行っています。 

けんせつ小町座談会 クリエーション活動 

玉来ダム工事現場の見学 大分県立聾学校建設現場の見学 

紙面広告 
土木の日バスツアー 

（玉来ダム工事現場） 
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